
趣

意

書

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
に
か
か
わ
る
御
協
力
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

時
下
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
明
治
四
十
三
年
鹿
児
島
市
に
鹿
児
島
県
立
商
船
水
産
学
校
と
し
て
発
足
、
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）
に
は
創
立

百
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
昭
和
四
年
枕
崎
市
花
渡
川
河
畔
に
移
転
後
、
枕
崎
造
船
水
産
学
校
、
枕
崎
水
産
学
校
と

な
り
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
三
年
の
学
制
改
革
に
伴
い
、
県
立
枕
崎
水
産
高
等
学
校
と
改
称
、
続
い
て
昭
和
三
十
六
年
現
在
の
校
名
へ
と
、
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
幾
度
か
校
名
の
改
称
が
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
、
現
在
の
枕
崎
市
板
敷
南
町
に
移
転
し
、
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ

県
下
高
校
中
最
大
の
敷
地
面
積
と
し
て
、
そ
の
偉
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
、
全
国
の
水
産
高
校
に
先
駆
け
て
学
科
改
編
を
行
い
「
自
律
・
責
任
・
創
造
」
の
校
訓
の
も
と
「
二
十
一
世
紀
の
ふ
る
さ

と
の
海
を
拓
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
徒
・
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
勉
学
、
部
活
動
等
に
励
み
、
そ
の
成
果
は
県
内
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
に
は
海
洋
立
国
推
進
功
労
者
表
彰
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く

り
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
枕
崎
市
の
か
つ
お
祭
り
や
き
ば
ら
ん
海
、
コ
ン
カ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
、
ジ
ュ
ニ
ア
料
理
選
手
権
で
の
グ

ラ
ン
プ
リ
獲
得
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
認
定
と
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

学
校
創
立
以
来
、
国
内
外
の
著
し
い
変
動
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
水
産
教
育
の
場
と
し
て
優
れ
た
伝
統
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
関
係
各
位
の
御
協
力
と
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
今
日
ま
で
社
会
に
送
り
出
し
た
卒
業
生
は
す
で
に
九
千
四
百
余
人
に
達
し
、

全
国
各
地
の
水
産
業
界
を
は
じ
め
各
界
に
わ
た
り
、
広
く
活
躍
中
で
あ
り
誠
に
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

現
在
、
各
種
国
家
試
験
等
の
合
格
状
況
は
、
全
国
水
産
高
校
の
中
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
卒
業
生
の
就
職
は
も
と
よ
り
、
進
学
に
お

い
て
も
毎
年
、
大
学
や
各
種
学
校
等
へ
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
県
下
唯
一
の
水
産
高
校
と
し
て
そ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
、
成
果
が
着
実
に
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、

若
潮
会
会
員
を
は
じ
め
、
教
職
員
、
保
護
者
は
も
と
よ
り
、
水
産
業
界
並
び
に
地
域
社
会
の
方
々
の
、
長
年
に
わ
た
る
温
か
い
御
支
援
の
賜

と
深
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
機
に
あ
た
り
、
創
立
以
来
の
本
校
の
歩
み
を
回
顧
し
諸
先
輩
の
偉
業
を
し
の
ぶ
と
共
に
、
地
域
社
会
よ
り
本
校
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

御
芳
情
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
、
一
層
の
発
展
を
図
る
べ
く
、
こ
こ
に
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
般
、
若
潮
会
（
同
窓
会
）
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
側
の
三
者
に
よ
る
、
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
の
計
画
等
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
諸
般
の
事
情
に
配
慮
し
、
今
回
は
簡
素
な
中
に
も
意
義
の
あ
る
事
業
・
行
事
を
企
画
し
、
将
来
に

向
け
て
発
展
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
左
記
の
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
こ
の
趣
旨
に
御
賛
同
を
賜
り
、
各
位
の
多
分
の
御
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
二
月
吉
日

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
水
産
高
等
学
校

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委

員

長
（
若
潮
会
会
長
）

野
沢

好
則

副
委
員
長
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

中
釜

章
智

副
委
員
長
（
校

長
）

岸
下

純
弘

一

募
金
目
標
総
額

一
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

四

募
金
方
法

内

訳

・
若
潮
会

一
二
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

ア

同
窓
会
会
員
及
び
一
般
か
ら
の
募
金
に
つ
い
て

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

募
金
額
・
・
・
・
一
口
（
五
、
〇
〇
〇
円
）
以
上

・
一

般

一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

納
金
方
法
・
・
・
振
替
送
金
（
郵
便
局
）
、
実
行
委
員
、

本
校
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま

二

募
金
の
使
途

す
。

ア

記
念
事
業

振
替
口
座
・
・
・
０
１
７
９
０
‐
７
‐
１
４
７
７
７
７

百
十
周
年
記
念
基
金

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

空
調
施
設
設
置
補
助

イ

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
か
ら
の
募
金
に
つ
い
て

同
窓
会
名
簿
及
び
記
念
誌
発
行
・
他

（
別
途
お
願
い
す
る
予
定
）

イ

記
念
行
事

ウ

二
万
円
以
上
御
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
「
記
念
誌
」

亡
師
亡
友
慰
霊
祭

を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
念
式
典
・
記
念
講
演
・
記
念
祝
賀
会

令
和
元
年
十
一
月
九
日
（
土
）

記
念
体
育
祭
及
び
鹿
水
高
祭
（
文
化
祭
）
等

三

募
金
期
間

平
成
三
十
年
十
二
月
か
ら
令
和
元
年
十
二
月
末
日




